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計画 

第68号（2）ひと、豊かなハーモニー 

　社会福祉基礎構造改革の具体的推進により、今年度からは精神保健福祉事

務が平成15年度からは知的障害者福祉に関する事務が市町村に委譲なると

同時に、身体・知的障害者福祉領域での措置制度が、利用者と事業者の「契

約」による利用制度へ移行することになります。

　また、平成15年からの特別養護老人ホームの自主経営を目前に控えてお

り、今年度は制度変革に対する基盤整備とともに、事業団の役割と機能の見

直し、そして充実を図ることに主眼を置いて、事業を推進していきます。

Ⅰ　経営改革の推進　～法人の自律的・主体的経営をめざして～ 

（方　　針） （事　業　目　標） 

経営基盤の強化 

利用拡大の推進 

施設整備の促進 

県民福祉の向上 

経営改革の推進 

人事・組織管理 

危機・衛生管理 
　　体制の確立 

（事　業　内　容　等） 

経
営
改
革
の
推
進 

□収入確保と支出抑制・給与体系の見直し・業務委託の検討 
□各施設経営会議の充実 
□経営管理・収益管理システムの確立（経営分析と資金計画） 
 
□理事会運営の充実 
□評議員会運営の充実 
□内部監査の強化 
 
□政策協議会での検討（特養・障害者施設の課題整理、施設整備） 
□専門職の配置、職員再配置、正規・臨時職員比率の見直し 
□業務委託領域の検討 
□経営改革推進委員会での検討 
□障害者施策対策会議の運営 
 
■総括スーパーバイザー・総括ケアマネージャーによる業務推進 
■障害者施設における夜勤制の導入（適切な勤務形態の確保） 
□横断・自律的チーム型組織への移行促進 
■業務評価制度の導入 
□支援費制度に向けた事業所としての体制整備の推進 
 
□事故等の未然防止策の充実 
□食中毒・感染症予防対策の充実 
□臨床リスク管理の徹底 
□各施設リスクマネージャーの配置 
□身体拘束廃止に向けた取り組み 
□利用率の目標設定 
□利用拡大策の検討 
 
□特別養護老人ホームの改修整備 
□施設整備・修繕等環境整備の推進 

経営資源の効果的活用 

法人の持つ役割と機能の充実 

経営の透明性・責任体制の確立 

特別養護老人ホームの自主経営 

職責の明確化と業務の適切な執行 

リスクマネージメントの確立 
 

寿海荘・まつかぜ荘の利用拡大 

老朽化等施設の施設整備の推進 

組織のスリム化、活性化、迅速化 

障害者施策・支援費制度への対応 

衛生管理体制の強化 

■印新規 

障害者施設における夜勤制の導入 

　施設サービスを利用する方々が、安心して過ごすことのできる場所として、夜間の支援サービスの強化と安全・安心の確保
を目的に今年度から夜勤制度を導入しました。このことにより日中活動の支援と併せて夜間の支援体制が確立しましたが、さ
らにサービスメニューや提供体制の整理を進め、個別のニーズに対応していきたいと考えています。 

導入施設 
（知的障害者更生施設）希望が丘しらさぎ寮・ひめゆり寮・まつのみ寮、慈丘園 
（重度身体障害者更生援護施設）梓園 

ここがポイント ここがポイント ！ ！ 

　１　自律的・主体的経営の推進

　２　利用者の権利擁護と質の高いサービスの推進

　３　地域における中核的ネットワーク機能の推進と情報の積極的提供

　４　専門的・先駆的・広域的事業の推進による県民福祉の向上

　５　職員の資質向上と職場活性化の推進

基
本
方
針

特 集  こ
こがポイ

ント!

平成14年度　山形県社会福祉事業団の事業 ひと
、豊かなハーモニ

ー
ひと
、豊かなハーモニ

ーひと
、豊かなハーモニ

ー

ひと、豊かなハーモニー （3）第68号

（方　　針） （事　業　目　標） 

人権に配慮した 
施設運営の推進 

サービス水準の 
向上 

支援費制度への 
対応 

専門性の構築 

（事　業　内　容　等） 

利
用
者
主
体
の
施
設
運
営
の
推
進 

プライバシー保護・権利擁護の推進 

苦情解決等システムの確立 

サービス水準の向上 

利用者参画とニーズ把握 

個別支援計画の見直し 

専門援助技法の向上 

関係規程の整備 

人材育成システムの確立 

自立支援及び 
地域生活の推進 

自立支援・地域生活移行促進 

地域生活援助の推進 

■倫理綱領遵守システムに基づく権利擁護の徹底 
□各施設行動基準に基づく権利擁護の推進と見直し 
■各施設福祉倫理委員会設置による意識改革の推進 
 
□苦情解決委員会の適切な運営 
□利用者への情報提供とインフォームドコンセントの推進 
 
□全施設サービス評価自己点検の実施 
□サービス評価診断の実施（チームによる施設訪問・報告書） 
■事業団第三者評価委員会の設置・運営 
□各施設ケア・ガイドラインの整備 
□満足度調査・各種アンケート調査の実施 
□モニター・ガイダンス事業の充実（第三者の声導入作戦） 
□全施設事業体系化の実施と事業評価システムの確立 
 
■管理規程・運営規程の整備（支援費制度対象施設） 
■契約書・重要事項説明書の整備（支援費制度対象施設） 
■個別支援計画の検討と様式の見直し 
 
□知的障害者地域生活援助事業の拡大 
□重度知的障害者のグループホーム及び精神障害者混合型の検討 
□精神障害者地域生活援助事業の実施 
□自立支援プログラム及び地域生活移行プログラムの推進 
□事業団施設内障害者雇用の促進 
 
□強度行動障害者特別処遇事業の推進 
□乗馬療法・音楽療法・健康運動等の実践・普及事業の推進 
□理学療法士・作業療法士の配置による機能訓練サービスの充実 
□アクティビティプログラムの導入・開発の推進 
□ボランティアの開拓・育成 
□実習生・福祉体験（学習）・職場体験等の受け入れ推進 

Ⅱ　利用者主体の施設運営の推進　～利用者が主人公の施設づくりをめざして～ 

倫理綱領遵守システムに基づく権利擁護の推進 
　利用者主体のサービス提供を確立させるためには、職員の福祉倫理に対する意識変革が求められ
ています。その意味で「倫理綱領遵守システム」に基づく権利擁護の推進は、新たな福祉時代に向かっ
て正面から取り組んでいく法人の強い意思を表わすものとなっています。 
（主な内容）・職員倫理綱領及び各施設行動基準遵守の点検と徹底 
　　　　　　・福祉倫理委員会設置（各施設）による権利擁護意識の高揚 
障害者雇用の促進 
　事業団では、施設内における障害者雇用の促進を図っています。現在の雇用（平成14年４月１日
現在）は10施設で15人（業務員・援助員・調理員）ですが、障害を持つ方々の力を発揮できる場を
提供し、障害があってもなくても共に生きる社会の実現に寄与したいと考えています。 

ここがポイント ここがポイント ！ ！ 

　１　特別養護老人ホームの自主経営への円滑な移行及び改築に向けた基盤整備

　２　支援費制度移行に向けた体制整備

　３　政策協議会及び経営改革推進委員会の運営

　４　事業評価及び人事考課制度の実施

　５　在宅福祉・地域福祉施策の推進

　６　利用者の権利擁護と職員の資質の向上

重
点
事
業



第68号（4）ひと、豊かなハーモニー 

（方　　針） （事　業　目　標） 

在宅福祉支援の 
　　　　　推進 

地域でのサポート 
ネットワークの推進 

地域福祉支援の 
　　　　　推進 

関係機関・団体 
等との支援協力 

情報発信機能の 
　　　　　充実 

（事　業　内　容　等） 

在
宅
・
地
域
福
祉
の
推
進 

在宅福祉支援事業の推進 

地域における拠点施設化の推進 

地域支援のための拠点事業の推進 

障害者総合支援事業の推進 

障害者総合支援事業の推進 

広報・パブリシティ活動の推進 

研修事業の拡大と体系化の促進 

情報提供の積極的展開 

関係機関・団体等との連携推進 

□知的障害・身体障害者短期入所事業の促進 
□短期入所生活介護事業・居宅介護支援事業の促進 
□通所事業の充実 
□福祉ネットワーク化の推進 
□施設機能の開放 
 
■置賜障害者就業・生活支援センターの運営 
□市町村受託事業等の受け入れ検討（市町村障害者生活支援事業含む） 
■救護施設通所事業の受託 
□障害者ケアマネジメント推進事業の受託 
□障害児（者）地域療育等支援事業の受託検討 
□自閉症・発達障害支援センターの受託検討 
 
□地域福祉支援センター業務の推進（総合コロニー希望が丘） 
□在宅障害者支援事業推進（専門セミナー・交流会・学習会・相談会等） 
□ミュージックケア研修会山形会場の開催 
□痴呆介護実務者研修の実施 
□エリアフリー・フォーラムの開催 
■アクティビティプログラム推進委員会の設置・運営 
 
□広報紙「かざぐるま」の充実 
□専門ニュースレターの発行 
□事業団ホームページの充実 
□実践報告会の開催と報告集の発行 
 
□全事協ブロック幹事県業務 
□山形県知的障害者福祉協会事務局業務 
□山形県障害者フライングディスク協会事務局業務 
□山形県乗馬療法研究会事務局業務 

Ⅲ　在宅・地域福祉の推進　～地域における拠点施設をめざして～ 

ここがポイント ここがポイント 
アクティビティプログラムの導入・開発の推進（６Ｐに掲載） 
　利用者の方々の豊かな生活の実現を促進するために、組織としてプログラムの
導入・開発に積極的に取り組んでいくことが必要です。 
　そのために、今年度アクティビティプログラム推進委員会を立ち上げ、希望が
丘地域福祉支援センターと各施設との連携を図りながら、健康づくりや音楽療法、
レクリエーション、そして機能訓練を法人として推進することにしています。 
置賜障害者就業・生活支援センターの運営（８Ｐに掲載） 
　就業支援や生活支援を必要とする障害を持つ方々に対し、就業及びそれに伴う
生活上の支援を日常的に行います。 

！ ！ 

平成14年度当初予算総括 

措置費収入 
2,661,773 
35.6％ 

経常経費補助金収入 
2,356,323 
35.1％ 

介護保険収入 
1,621,175 
21.7％ 

雑収入 
320,768 
4.3％ 

利用料収入 
119,102 
1.6％ 

営業収入 
74,314 
1.0％ 

医業収益 
73,968 
1.0％ 

会計単位間繰入金収入 
65,935 
0.9％ 

授産事業収入 
65,556 
0.9％ 

負担金収入 
50,479 
0.7％ 

交付金収入 
32,075 
0.4％ 

受取利息配当金収入 
163 
0.1％ 

経理区分間繰入金収入 
24,645 
0.3％ 年金共済契約金交付金積立金 

100,958 
1.4％ 

年金共済契約給付金 
32,075 
0.4％ 

授産事業費 
69,131 
0.9％ 

会計単位間繰入金支出 
65,935 
0.9％ 

経理区分間繰入金支出 
24,645 
0.3％ 

固定資産取得支出 
7,793 
0.1％ 

人件費支出 
5,371,493 
71.9％ 

事務費支出 
603,723 
8.1％ 

事業費支出 
1,190,523 
16.0％ 

単位：千円 

収入計　7,466,276千円 
単位：千円 

支出計　7,466,276千円 

〔支出〕 〔収入〕 



ひと、豊かなハーモニー （5）第68号

（方　　針） （事　業　目　標） 

人材の育成 

組織の活性化 

サービス提供の 
　　効果的展開 

福利厚生事業の 
　　　　　充実 

（事　業　内　容　等） 

人
と
職
場
の
活
性
化 

職員研修の強化 

スーパーバイズ機能の充実 

活性ある職場づくりの推進 

事業団マインドの醸成 

自己啓発・相互啓発の推進 

福利厚生事業等の充実 

専門性の確保 

互助会の充実 

■法人研修体系の抜本的見直し（検討委員会の設置） 
□ＯＪＴの効果的展開 
■施設長評価制度の導入 
■人事考課制度の導入 
□実践的・演習的研修の強化 
 
□職場活性化事業の推進 
■福祉ＱＣ技法の定着と活動推進（モデル施設・発表会の設定） 
□モニター等事業の充実 
□課題別プロジェクトの推進（身体拘束廃止・腰痛対策） 
□利用施設・授産製品等の相互利用の促進 
□広報活動の推進 
 
□専門資格取得等の推進 
  （社会福祉士・介護福祉士・精神保健福祉士・管理栄養士・介護支援専門員等） 
□学校等への職員派遣 
□職員研究発表会の開催 
□実践報告集の発行 
 
□健康診断・厚生事業の充実 
□職員安全衛生委員会の運営（腰痛対策プロジェクトの推進） 
□互助会理事会及び事業推進委員会の運営 
□給付事業の拡大と内容の充実 

適正な人事管理と組織の活性化 

Ⅳ　人と職場の活性化　～マンパワーの育成と職場の活性化をめざして～ 

福祉ＱＣ技法の定着と活動推進（モデル施設の設定）（７Ｐに掲載） 
　福祉ＱＣ技法について今年度は、施設が抱える具体的課題の改善に向けて、モデル施設８施設で活動を展開し、事業団内で
発表するとともに福祉ＱＣ全国大会にもチャレンジすることにしています。 
課題別プロジェクトの推進 
　今年度は、継続して「身体拘束廃止」に向けた取り組みを行うとともに、新たに職員の「腰痛対策」に向けてチームを発足
することにしました。「腰痛」については、８割程度の職員が何らかの腰痛を体験し、３割を超える職員が腰痛を抱えながら業
務をしている現状があります。このようなことから、施設における腰痛の実態把握と原因の調査を実施し、腰痛予防対策の具
体的な取り組みを推進することによって、施設から腰痛を減らし、施設サービスの充実と職員の健康づくりを推進します。 

ここがポイント ここがポイント ！ ！ 

�

理
事
会
報
告
�

　

五
月
二
十
七
日（
月
）、
平
成
十
四
年
度
第
一
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
に
つ
い
て
は
、
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。
な
お
、

理
事
会
に
先
立
ち
五
月
二
十
二
日（
水
）に
平
成
十
四
年
度
第
一
回
評
議
員
会
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
一
号
議
案　

「
平
成
十
三
年
度
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」

　

（
主
な
質
疑
内
容
と
回
答
）

（
質
）寄
付
金
に
対
す
る
家
族
等
の
意
識
の
変
化
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
コ
ロ

ニ
ー
希
望
が
丘
に
お
け
る
所
持
金
管
理
の
状
況
は
？

（
答
）
寄
付
金
に
対
す
る
意
識
の
変
化
は
そ
れ
ほ
ど
顕
著
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特

養
の
所
持
金
管
理
は
介
護
保
険
制
度
導
入
後
は
家
族
管
理
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

希
望
が
丘
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
管
理
し
て
き
た
貯
蓄
会
が
解
散
し
、
現
在
検

討
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

（
質
）
ペ
イ
オ
フ
制
度
の
中
で
の
法
人
全
体
の
財
産
管
理
の
対
応
は
？

（
答
）
今
年
四
月
か
ら
定
期
預
金
の
ペ
イ
オ
フ
が
解
禁
さ
れ
、
来
年
四
月
か
ら
普

通
預
金
の
ペ
イ
オ
フ
が
解
禁
に
な
り
ま
す
。
定
期
預
金
は
基
本
財
産
の
一
千
万

円
の
み
で
あ
り
、
普
通
預
金
の
金
額
は
そ
の
月
の
支
払
い
に
充
て
ら
れ
多
額
の

預
金
は
残
り
ま
せ
ん
。
県
の
委
託
料
に
つ
い
て
は
分
割
し
て
交
付
を
受
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
特
別
な
対
応
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

第
二
号
議
案　

「
社
会
福
祉
法
人
山
形
県
社
会
福
祉
事
業
団
情
報
公
開
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
規
程
の
設
定
に
つ
い
て
」

第
三
号
議
案　

「
社
会
福
祉
法
人
山
形
県
社
会
福
祉
事
業
団
個
人
情
報
保
護
規
程

の
設
定
に
つ
い
て
」

（
質
）
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設
側
で
は
、
数
多
く
の
個
人
情
報
が
必
要
と
な

る
が
、
個
人
情
報
の
収
集
に
制
限
が
あ
る
と
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
制
限

が
出
る
の
で
は
？
。
ま
た
、
開
示
申
請
が
で
き
な
い
人
の
取
り
扱
い
は
？

（
答
）
収
集
を
制
限
し
て
い
る
情
報
は
、
思
想
、
信
条
等
に
関
す
る
個
人
情
報
で

あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
必
要
な
性
格
、
趣
味
、
嗜
好
、
物
事
へ
の

意
見
等
は
制
限
に
該
当
し
ま
せ
ん
。
自
ら
の
開
示
申
請
が
困
難
な
場
合
は
、
法

定
代
理
人
に
限
っ
て
代
理
申
請
を
認
め
て
い
ま
す
。
未
成
年
者
の
場
合
は
親
権

者
、
未
成
年
後
見
人
で
あ
り
、
成
年
被
後
見
人
の
場
合
は
成
年
後
見
人
に
な
り

ま
す
。

第
四
号
議
案　

「
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て
」

　

最
後
に
、
当
法
人
の
就
業
規
則
及
び
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
理
事
長
の
専
決
処
分
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
で
、
承
認
が
な
さ
れ
ま
し

た
。



　

誰
も
が
望
む
、
豊
か
な
生

活
と
は
「
自
分
自
身
の
生
活

を
自
ら
決
め
て
行
う
あ
た
り

ま
え
の
生
活
」
で
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

衣
・
食
・
住
が
保
障
さ
れ
、

与
え
ら
れ
て
い
れ
ば
そ
れ
で
、

豊
か
な
生
活
、
満
足
で
き
る

人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。
豊

か
な
生
活
、
人
生
は
自
ら
実

現
可
能
な
人
だ
け
に
保
障
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
高
齢
に
な
っ

て
も
、
た
と
え
障
害
を
持
っ

て
も
等
し
く
権
利
と
し
て
保

障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
す
。
自
ら
実
現
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
れ
ば
、

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
、「
契
約
」
の
時
代
を
迎
え
、
質
・
量
と
も

に
不
足
し
て
い
る
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
、
今
年
度
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
委
員
会
が

発
足
し
ま
し
た
。
五
月
三
十
一
日
に
各
施
設

で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
、

充
実
を
図
る
た
め
に
、
第
一
回
の
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

施
設
で
取
り
組
め
な
い
理
由
と
し
て
業
務
が

忙
し
い
、
人
手
が
足
り
な
い
と
い
う
声
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
「
個
人
の
尊
厳
」

を
基
本
に
、
専
門
職
と
し
て
の
知
恵
と

工
夫
を
駆
使
し
て
、サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・

提
供
を
行
い
、
利
用
者
の
方
々
の
生
き

生
き
と
し
た
豊
か
な
生
活
、人
生
の
実

現
を
目
指
し
て
、個
別
的
継
続
的
な
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　

推
進
委
員
会
事
務
局

　

（
地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
）

第68号（6）ひと、豊かなハーモニー 

豊かな生活を求めて 豊かな生活を求めて 
－アクティビティプログラム推進委員会スタート－ 

平成14年度  職場活性化推進事業 

健康づくりは生活の基本
－ダンベル体操－

ゆったりとその人らしく－音楽療法－

Ａコース（パイオニア事業）地域福祉や専門処遇の向上、先駆的な事業推進を図ることを目的としている事業です。

内　　　　　　　容事　　　　業　　　　名施　設　名

踊りを通して健康づくりをすすめるとともに
元気・明るさ・躍動感・爽快感をみやま荘から
地域へ発信する

発信！「ソーラン節踊り」
み や ま 荘
（救    護    施    設）

利用者主体のサービス提供やライフステージ
に応じた支援のあり方について考える

①「第３回地域生活支援セミナー inおきたま」
の開催置賜障害者就業・

生活支援センター 就業と生活の一体的な支援のあり方や関係機
関とのネットワークづくりを図る

②「第２回あっせん型障害者雇用支援センター
東北・北海道ブロック連絡会」の開催

庄内地域での障害者の地域生活支援のあり方
を考える

地域生活支援セミナー in庄内
慈 丘 園
（知的障害者更生施設）

精神障害者の地域生活支援のあり方について
セミナーを開催する

生活支援セミナー山形2002
西 村 山精神障害者
地域生活支援センター

Ｂコース（モニター等事業）学識経験者や専門職等による情報交換や研修を通して職場活性化を図り、具体的に施設運営
に反映させることを目的としている事業です。

地域生活の支援システムとプログラム、地域生
活移行プログラムを検証し、より実効性のある
システムを構築することを目的とする

施設サービスモニター事業
あ さ ひ 寮
（知的障害者授産施設）

Ｃコース（サークル等事業）施設のもつ課題をＱＣ技法等の活用により分析し、業務改善や職員意識の啓発に結び付ける
ことを目的としている事業です。

福 寿 荘
（特別養護老人ホーム）

こ だ ま 寮
（知的障害者授産施設）

松 濤 荘
（特別養護老人ホーム）

梓　 園
（重度身体障害者更生援護施設）



　

あ
な
た
は
ど
れ
だ
け
、
利
用
者
の
方
の
気
持
ち
に
近

づ
け
ま
す
か
？

　

今
年
度
新
規
採
用
職
員
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と

し
て
、
重
度
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
「
梓
園
」
と

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
寿
泉
荘
」
の
協
力
を
得
て

「
利
用
者
体
験
」を
実
施
し
ま
し
た
。特
に
こ
の
内
容
は
、

「
利
用
者
の
立
場
」
を
、
講
義
や
理
論
で
学
ぶ
の
で
は
な

く
、
実
際
に
模
擬
体
験
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
方
を

理
解
し
、
援
助
者
と
し
て
基
本
的
な
姿
勢
を
学
ぶ
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
新
規
採
用
の
方
は
栄

養
士
・
看
護
師
・
理
学
療
法
士
・
援
助
員
と
職
種
も
多

様
で
し
た
が
、
共
通
と
な
る
利
用
者
の
方
の
状
況
に
つ

い
て
、
体
験
を
通
し
様
々
な
こ
と
を
感
じ
、
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
初
め
は
「
嫌
だ
な
あ
」
と

い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
と
い
う
率
直
な
意
見
、
オ
ム
ツ

体
験
や
シ
ル
バ
ー
カ
ー
体
験
、
食
事
介
助
を
受
け
る
体

験
、
特
殊
浴
槽
で
の
入
浴
体
験
、
車
椅
子
で
の
外
出
体

験
、
利
用
者
の
方
と
の
交
流
な
ど
か
ら
、
生
活
の
不
便

さ
や
不
安
な
気
持
ち
、
援
助
者
に
対
す
る
遠
慮
な
ど

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
感
想
が
出
さ
れ
、
理
解
を

促
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
「
施
設
を
利
用
し
た

い
と
思
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
視
点
で
モ
ニ
タ
ー
と
し

て
の
役
割
も
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
法
人
研
修
の
見
直
し
も
進
め
ら
れ
る
中
で
、

講
義
や
理
論
的
な
研
修
だ
け
で
は
な
く
、
演
習
、
実
技
、

模
擬
体
験
な
ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
専
門
職
と
し
て

の
人
材
育
成
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー　

研
修
担
当

ひと、豊かなハーモニー （7）第68号

車
い
す
は
思
っ
た
よ
り
つ
ら
か
っ
た
！ 
車
い
す
は
思
っ
た
よ
り
つ
ら
か
っ
た
！ 

― 

新
規
採
用
職
員
研
修
「
利
用
者 

　  

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
実
施 

― 

特殊浴槽での体験

車椅子で外出体験

　

福
祉
Ｑ
Ｃ
技
法
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
研
修
会
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
に
よ
る
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
各
施
設
で
の
普
及
・
展
開
を
図
る
こ
と
に
な
り
、
八
カ
所

の
施
設
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
十
月
に
は
事
業
団
内
で

発
表
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

テ　　ー　　マサークル名実　施　施　設

おいしい顔がみたい緑の松風松濤荘（特別養護老人ホーム）

ふれあいを多く持ちましょうほっと福寿荘（特別養護老人ホーム）

連絡体制の充実を目指してちょうかいあざみ吹浦荘（知的障害者更生施設）

トイレをきれいにしましょうスプリング・ボード泉　荘（救護施設）

楽しく変えよう！生活習慣ひょっこりひょうたん島梓　園（重度身体障害者更生援護施設）

情報もれをなくそうＧＯ！ＧＯ！こだま号
希 望 が 丘 こ だ ま 寮
（知的障害者授産施設）

さわやかパンツになろう！わいわいクラブ
希 望 が 丘 し ら さ ぎ 寮
（知的障害者更生施設）

印刷科の受注を増やすにはプリンター
ワ ー ク シ ョ ッ プ 明 星 園
（身体障害者通所授産施設）

　

福
祉
Ｑ
Ｃ
活
動
が

　
　
　
　

い
よ
い
よ
は
じ
ま
り
ま
し
た
。



－話題－ －話題－ －話題－ 

第68号（8）ひと、豊かなハーモニー 

　

こ
の
事
業
は
、
昨
今
の
経
済
状
況
の
冷
え
込
み
に
よ
り
、

今
春
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
も
の
の
就
労
先
が
見
つ
か
ら
な

い
方
に
対
し
て
県
内
の
民
間
団
体
等
及
び
県
に
お
い
て
実
際

の
勤
務
を
通
し
就
労
研
修
を
行
い
社
会
性
、
協
調
性
及
び
自

ら
積
極
的
に
就
職
活
動
を
行
う
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
期
間
は
平
成
十
四
年
四
月
二
十
二
日

か
ら
平
成
十
四
年
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
で
す
。

　

福
寿
荘
で
は
、
人
材
育
成
は
施
設
の
大
き
な
目
標
で
あ
り

事
業
の
趣
旨
に
応
じ
女
性
二
人
の
方
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

二
人
と
も
介
護
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
い
て
在
学
中
に
ヘ

ル
パ
ー
二
級
の
資
格
を
取
得
し
将
来
の
職
業
選
択
の
一
つ
と

し
て
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

利
用
者
の
方
に
接
す
る
心
構
え
や
言
葉
遣
い
、
施
設
介
護

に
つ
い
て
基
本
的
な
学
習
を
し
て
も
ら
い
簡
単
な
仕
事
か
ら

始
め
、
利
用
者
の
方
と
接
し
て
い
ま
す
。
若
さ
と
明
る
さ
は
、

宝
の
ご
と
く
ひ
孫
の
よ
う
に
か
わ
い
が
ら
れ
意
欲
的
に
働
い

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
十
二
月
ま
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
、

介
護
技
術
等
を
学
び
将
来
の
目
標
達
成
の
た
め
努
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
  
（
伊
藤　
　

斉
）

　平成11年度に県の指定を受けた「置賜障害者雇

用支援センター」は、「障害者就業・生活支援の拠

点づくり試行的事業」において、障害者に対する

就業面と生活面の一体的支援を実施してきました。

　平成13年度には「知的障害者生活支援事業」及

び「知的障害者ケアマネジメント推進事業」の受

託に伴い、長井市内に「サポートセンターおきた

ま」を開設、関係機関との連携のもと、社会資源

の開拓、開発にも努めてきました。

　そして、平成14年度には「障害者の雇用の促進

等に関する法律」の一部改正により「障害者就業・

生活支援事業」として本格実施されることに伴い、

事業所名も『置賜障害者就業・生活支援センター』

と改め、従来より実施している支援事業をさらに

推進するとともに、置賜圏域における雇用・保健

福祉・教育等のネットワークの形成に努めたいと

思います。　　　　　　　　　    　  （菅　　洋一）

　障害者就業・生活支援センターが
　　　　　　本格的にスタートしました

　私達は、利用者の方が地域の中で暮らすことを
目的に取り組んだ「まちくら（まちで暮らそう）」
「ちかくら（家の近くで暮らそう）」プランを通し、
多くの事を学びました。この地域生活体験は、自
立の意欲をもたらすとともに、周りの利用者の
方々に及ぼす影響も大きいものでした。
　例えば、あいさつ、食事、買い物、交通機関の
利用等、施設の中では経験する事のない現実にと
まどいながらもやがてあたり前の事として受けと
められるようになってきました。この事は家族と
の相互理解を深めるとともに、何よりご本人の大
きな自信となったようです。体験した方の言葉は、
地域生活の魅力を高める力として波及していきま

した。利用者の方々の視線は
確実に地域へと向かって
います。
　私達は利用者の方の
自立支援及び地域生活
移行への推進を図るた
め、継続的、計画的な
支援プログラムの確立
をめざしていきます。  

（長谷川昌宏）

施設を出て、地域の中で暮らしたい
－自活訓練事業－

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

福
寿
荘

福
寿
荘

県
高
等
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
型

　
　
　
　
　
　
　
　

雇
用
事
業
の
受
け
入
れ

就業・生活総合支援連絡協議会

知的障害者授産施設 希希望望がが丘丘 あさひ寮あさひ寮



　

『
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
よ
ね
ざ
わ
』が
五
月

三
十
一
日
に
米
沢
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ビ

ル
ポ
ポ
ロ
一
階
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
①
長
井
市
に
あ
る
「
置

賜
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

就
業
・
生
活
支
援
を
行
う
分
室
的
な
場
②
川

西
町
に
あ
る
「
希
望
が
丘
地
域

福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
在
宅

障
害
者
を
持
つ
方
へ
の
支
援
と

療
法
や
余
暇
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
広
く
地
域
展
開
す
る
場
③
米

沢
市
に
あ
る
「
梓
園
」
の
利
用

者
の
方
の
地
域
活
動
の
拠
点
と

い
う
三
つ
の
機
能
を
持
つ
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

事
業
団
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
所
が
独
立
し
て
機
能
を
発
揮

す
る
だ
け
で
な
く
、
連
携
を
深

め
互
い
に
協
力
し
あ
っ
て
利
用

者
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
に
広
く
応

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
、
そ
し

て
新
し
い
出
会
い
が
生
ま
れ
る
場
に
な
る
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
本
間　

仁
子
）

ひと、豊かなハーモニー （9）第68号

大
寿
荘

大
寿
荘

　

従
来
の
医
務
室
と
援
助
員
室
を
オ
ー

プ
ン
フ
ロ
ア
に
し
、
十
四
年
度
か
ら
新

た
に
ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
廊
下
に
面
し

た
部
分
は
、
で
き
る
だ
け
カ
ウ
ン
タ
ー

に
し
、
利
用
者
や
家
族
の
方
に
気
楽
に

入
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
テ
ー
ブ
ル

や
レ
イ
ア
ウ
ト
に
も
工
夫
し
ま
し
た
。

今
ま
で
以
上
に

よ
り
良
い
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
行

え
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
今

後
は
、
業
務
の

面
で
の
融
合
に

つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

（
坂
野　

晴
美
）

　

昨
年
度
末
梓
園
で
は
、
事
務
室
と
職

員
室
を
改
修
し
、
事
務
室
を
職
員
室
と

し
て
一
体
化
し
、
職
員
室
を
コ
ー
ル
室

と
作
業
室
に
し
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
と
共
に
、
今
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
で
分
か
れ
て
い
た
ス

タ
ッ
フ
が
朝
会
や
会
議
に
可
能
な
限
り

出
席
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
を
共
有

化
し
、
共
通
の
理
解
を
得
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
か
ら
知
識
や

技
術
を
出
し
て

学
び
合
い
、
共

通
の
目
標
に
向

か
っ
て
進
め
る

よ
う
に
連
携
に

努
め
て
い
ま
す
。

（
遠
藤　

紀
子
）

梓
園
梓
園

－職種間の連携をとりやすく－ 

「サポートセンターよねざわ」オープン

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

〒
九
九
二
―
〇
〇
四
五 

米
沢
市
中
央
一
丁
目
九
番
二
十
五
号 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ビ
ル 

ポ
ポ
ロ
館
１
Ｆ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

　
〇
二
三
八
―
二
四
―
四
三
三
五 

セ
ン
タ
ー
開
館
時
間 

　
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
三
十
分 

　（
毎
週
水
曜
日
休
館
） 

重
度
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設

　希望が丘の乗馬療法で活躍の

「夏来（なつき）」４歳・雌（岐

阜生まれ）がこの度、飯豊・川

西を中心に撮影が進められてい

る映画「蕨野行」に出演依頼が

あり、撮影が行われました。

　映画「蕨野行」は江戸中期の

時代を背景に、今年の１月から

山形を舞台にロケが行われてい

ます。

　上映を乞うご期待。



セミナー等の開催（７月現在）

主催・問い合わせ先場　　　　所開催期日事　　業　　名

希望が丘地域福祉支援センター
TEL  0238－42－5158

ウェルサンピア山形（山形市）７月23日（火）音 楽 療 法 セ ミ ナ ー

体育文化センター（上山市）９月26日（木）健 康 運 動 セ ミ ナ ー

ウェルサンピア山形（山形市）12月７日（土）第４回エリア・フリー・フォーラム

置賜障害者就業・生活支援センター（サポートセンターおきたま）
TEL  0238－88－5357

タスパークホテル（長井市）９月14日（土）第３回地域生活支援セミナー inおきたま

梓園（重度身体障害者更生援護施設）
TEL  0238－22－0398

アクティ米沢（米沢市）９月25日（水）第４回梓園福祉セミナー

希望が丘しらさぎ寮（知的障害者更生施設）
TEL  0238－46－3101

総合福祉センター（山形市）
10月10日（木）
　　 11日（金）

第２回自閉症療育セミナー「すずらん塾」

慈丘園（知的障害者更生施設）
TEL  0235－75－2862

東北公益文科大学（酒田市）10月13日（日）第１回地域生活支援セミナー i n庄内

第68号（10）ひと、豊かなハーモニー 

　齋藤さんは希望が丘

しらさぎ寮で生活をし

ています。

　絵に興味を持ち始め

たのは幼少の頃、はじ

めは暦の曜日に合わせ

て絵を描いていました。

ブランコが取り付けら

れたり、鶏を飼ったり

すると、その景色を絵にしていたということ

です。

　現在は、視覚、聴覚、言語に障害をもって

おり、制作活動は行っていませんが、一枚の

紙に、目で観察し、耳で聞いて、心で感じ取っ

たものを力強く表現し、齋藤さんが様々な出

会いを通して得た喜び、嬉しさ、哀しみを私

たちの心に感じさせてくれます。

（金田　裕樹）

   ９月20日（金）～22日（日）

 　　（文翔館・山形）

 11月８日（金）～11日（月）

 　　（風雅の国・山寺）

 で個展を開催します。

作家紹介作家紹介（表紙の作品）（表紙の作品）

－齋藤勝利さん－（最上町出身）－齋藤勝利さん－（最上町出身）
健康ひとくち 健康ひとくち 健康ひとくち 

　

人
間
は
、
生
命
維
持
の
た
め
に
は
「
食
べ
る
こ
と
」

そ
し
て
、「
眠
る
こ
と
」
が
最
も
基
本
的
な
行
動
で
す
。

十
分
な
睡
眠
を
得
る
こ
と
が
心
身
の
健
康
を
保
つ
う
え

で
極
め
て
重
要
で
す
。

　

普
段
か
ら
運
動
を
し
て
い
る
人
が
運
動
を
す
る
と
睡

眠
は
促
進
さ
れ
ま
す
。
し
て
い
な
い
人
が
急
激
な
強
い

運
動
を
す
る
と
自
律
神
経
系
の
興
奮
で
睡
眠
に
害
を
お

よ
ぼ
す
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
適
度
な
運
動
が
精
神
的

運
動
編 

緑の丘の作家たち展にて

緊
張
を
ほ
ぐ
し
昼
夜
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
夜
間
の
睡

眠
を
促
進
し
ま
す
。
運
動
の
時
間
帯
は
、
朝
早
け
れ
ば

効
果
が
薄
く
、
就
寝
前
で
は
刺
激
に
な
り
眠
れ
な
く
な

り
ま
す
。
運
動
で
睡
眠
を
促
進
さ
せ
る
な
ら
遅
い
午
後

か
ら
就
寝
時
間
一
時
間
前
位
ま
で
の
時
間
帯
に
三
十
分

程
度
軽
く
汗
ば
む
全
身
運
動
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
軽
い

ダ
ン
ベ
ル
体
操
な
ど
が
適
当
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
適

度
な
運
動
で
心
地
良
い
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

色
摩　

幸
子

  　
　
　
　
　

（
健
康
運
動
指
導
士
）

　

参
考
文
献
「
す
や
す
や
ね
む
る
」



桜
井
清
さ
ん
（
鶴
岡
市
・「
桜
井
歯
科
医
院
」
院
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
慈
丘
園
・
鶴
峰
園
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン 

―

（
慈
丘
園
か
ら
紹
介
）

　

慈
丘
園
と
鶴
峰
園
の
�
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
�
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
桜
井
清
さ
ん
は
、

鶴
岡
市
大
山
に
大
正
五
年
開
院
し
た
桜
井
歯
科
医
院
の
二
代
目
院
長
と
し
て
ご
活
躍
中
で
す
。

　

日
中
は
診
察
室
に
立
ち
、
余
暇
は
文
化
・
芸
術
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

三
〜
五
月
は
大
山
の
犬
祭
り
の
「
か
ら
ぐ
り
山
車
」
の
製
作
、
九
〜
十
一
月
は
昭
和
二
十

三
年
か
ら
加
わ
っ
て
い
る
「
劇
団
麦
の
会
」
の
公
演
に
向
け
た
演
劇
活
動
、
他
の
月
は
、
各

展
覧
会
に
も
出
展
さ
れ
る
庄
内
地
域
中
心
の
写
生

と
パ
ワ
フ
ル
に
お
過
ご
し
で
す
。

　

医
院
の
至
る
所
に
掲
げ
ら
れ
た
ご
自
身
の
風
景
画
は
、

先
生
の
優
し
い
眼
差
し
と
同
じ
よ
う
に
全
て
を
癒
し
て
く

れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
利
用
者
の
意
見
等
を
受
け
と
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

松
橋
み
ち
子
さ
ん
（
長
井
市
・「
フ
ラ
ワ
ー
ほ
っ
と
」
施
設
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

― 
泉
荘
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

―

　

私
に
と
っ
て
「
フ
ラ
ワ
ー
ほ
っ
と
」
は
、
開
所
当
時
よ
り
指
導
員
と
し
て
仲
間
に
加
え
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
私
自
身
の
心
の
�
ほ
っ
と
�
す
る
場
で
す
。
平
成
十
一
年
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

「
グ
ル
ー
プ
花
暖
」
が
で
き
、
泉
荘
さ
ん
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

楽
し
さ
と
難
し
さ
が
交
錯
す
る
な
か
、
今
年
四
月
施
設
長
を
拝
命
し
、
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い
る

毎
日
で
す
。

（
泉
荘
か
ら
紹
介
）

　

松
橋
さ
ん
は
、
今
年
の
四
月
か
ら
、
平
成
七
年
に
開
所
し
た
精
神
障
害
者
小
規
模
作
業
所
「
フ
ラ
ワ
ー
ほ
っ
と
」
の

新
施
設
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。「
フ
ラ
ワ
ー
ほ
っ
と
」
は
、
フ
ラ
ワ
ー
長

井
線
長
井
駅
の
北
側
旧
Ｊ
Ｒ
官
舎
を
借
り
て
、
こ
こ
ろ
の
病
を
持
つ
方
が
地

域
で
暮
ら
す
た
め
の
生
活
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
一
年
に

は
、
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
終
了
生
の
仲
間
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
花
暖
」
を
結
成
、「
フ
ラ
ワ
ー
ほ
っ
と
」
を
活
動
の
拠
点
と
し
て

き
ま
し
た
。
松
橋
さ
ん
の
奥
深
く
新
鮮
な
感
覚
は
施
設
職
員
に
は
驚
異
的
で

す
。
正
に
地
域
福
祉
の
実
践
者
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ひと、豊かなハーモニー （11）第68号

業
務
に
お
け
る
情
報
伝
達
ル
ー
ル
（
文
書
編
）

―
み
や
ま
荘
の
場
合
―　

　

迅
速
か
つ
効
率
的
な
施
設
運
営
の
実
現
に
は
、
速
や
か

に
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
は
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、

な
か
な
か
徹
底
さ
れ
な
い
の
が
現
実
で
す
。
今
回
「
施
設

に
お
け
る
情
報
の
共
有
化
に
関
す
る
指
針
」
に
基
づ
き
、

各
事
業
所
か
ら
出
さ
れ
た
情
報
伝
達
方
法
の
中
か
ら
み
や

ま
荘
で
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
基
本
姿
勢

　
（
一
）
情
報
は
積
極
的
に
取
り
に
行
く

　
（
二
）
情
報
は
積
極
的
に
伝
え
る

　
（
三
）
情
報
は
共
有
化
す
る

　
（
四
）
情
報
は
管
理
す
る

◎
具
体
的
方
法（
行
動
規
準
と
し
て
ル
ー
ル
化
し
て
い
ま
す
）

・
勤
務
終
了
時
に
、
回
覧
文
書
を
一
ヵ
所
に
ま
と
め
て
お

く
（
机
の
上
に
放
置
し
な
い
）

・
重
要
、
緊
急
回
覧
文
書
は
グ
ル
ー
プ
毎
に
コ
ピ
ー
を
配

布
し
、
管
理
す
る

・
回
覧
文
書
に
は
見
た
日
付
を
記
入
す
る

　
（
回
覧
の
迅
速
化
）

・
回
覧
期
間
は
二
週
間
以
内
と
す
る

・
係
は
文
書
回
覧
に
対
し
て
、
最
後
ま
で
責
任
を
持
つ

・
回
覧
後
は
綴
り
と
し
て
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
（
保
管
場
所
の
整
備
）

・
欠
席
者
へ
の
対
応
は
グ
ル
ー
プ
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
、

サ
ブ
が
担
当
す
る

あ
な
た
の
施
設
で
は
、
い
か
が
で
す
か
？

話題の人 



　

経
済
状
況
が
厳
し
い
中
、
当
セ
ン
タ
ー
利

用
者
の
方
々
の
就
職
先
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
飲
食
店
、
特
殊
技
術
と
関
東
関
西

へ
の
販
路
を
持
っ
た
も
の
づ
く
り
の
会
社
、

農
業
関
係
や
福
祉
施
設
へ
と
移
行
し
て
き
ま

し
た
。
事
業
主
の
皆
様
か
ら
は
「
自
分
で
考

え
る
こ
と
」
が
強
く
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
態
に
対
応
し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
、

毎
年
度
、
大
き
く
形
を
変
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
一
年
度
に
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た

き
め
細
か
い
支
援
を
目
的
と
し
て
オ
ー
プ
ン

し
た
置
賜
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
（
現
、

置
賜
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）

と
の
連
携
業
務
に
併
せ
、
職
場
不
適
応
を
起

こ
し
て
い
る
障
害
者
の
状
態
改
善
に
向
け
計

画
的
な
訪
問
に
よ
る
人
的
支
援
等
を
展
開
す

る
事
業
主
支
援
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
二
年
度
に
は
県
内
四
ブ
ロ
ッ
ク
で

各
一
回
の
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
、
平
成
十
三

年
度
に
は
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
等
の
協
力
に

よ
る
県
内
四
ヵ
所
で
の
Ｏ
Ａ
講
習
を
開
始
し

ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
や
サ
ー

ビ
ス
の
地
域
格
差
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
度
か
ら
は
職
業
準
備
訓
練
室

（
山
形
ワ
ー
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
社
）の
改
築
を

契
機
に
、
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
、
清
掃
、
ピ
ッ
キ

ン
グ
等
の
場
面
設
定
に
よ
る
準
備
訓
練
の
指

導
内
容
の
充
実
、
就
職
か
ら
職
場
適
応
ま
で

職
業
生
活
全
て
を
支
え
る
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
支

援
事
業
の
開
始
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
支
援
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

障
害
者
支
援
、
事
業
主
支
援
、
家
族
支
援
の

三
本
柱
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
本
人
の
能
力

向
上
の
み
な
ら
ず
、
共
に
支
援
者
と
成
り
う

る
方
を
も
バ
ラ
ン
ス
良
く
支
え
る
と
い
う
方

向
性
を
取
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
分
一
秒
を
争
う
よ
う
に
な
っ
た
実
務
に

耐
え
得
る
知
識
と
能
力
を
磨
き
続
け
る
た
め

に
、
雇
用
支
援
を
支
え
る
仲
間
達
と
共
に
、

学
び
合
い
育
ち
合
う
こ
と
が
支
援
者
に
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

第68号（12）ひと、豊かなハーモニー 

育
ち
合
う
雇
用
支
援
の
仲
間
づ
く
り
へ

　
　

山
形
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー 

主
任
障
害
者
職
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

青　

柳　

智　

夫
「職業リハビリテーション推進ミニフォーラム」新庄会場にて「職業リハビリテーション推進ミニフォーラム」新庄会場にて

◆お酒は好きですか？（回答数63名）

好　　き…………………46人

嫌　　い…………………17人

◆寮でも飲みたいと思いますか？

飲みたい…………………40人

寮では飲まなくていい…６人

◆
デ
ー
タ
集
（
そ
の
５
）

　　

知
的
障
害
者
更
生
施
設
「
希

望
が
丘
し
ら
さ
ぎ
寮
」（
定
員
一

〇
〇
名
）
の
利
用
者
の
方
に
お

聞
き
し
ま
し
た
。

■アンケート結果より「お酒が好き、寮内でも飲みたい」という
方が多いことがわかりました。今後個々のニーズや状況を把握
し、飲酒の機会について検討していきたいと考えております。
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第2回山形県障害者ディスクゴルフ大会 
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　場　所／希望が丘ディスクゴルフコース（バリアフリー） 
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ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス

A
ctivity

Service

（ 
               

） 
そ
の
２　

　
　

　

生
活
の
中
か
ら
自
然
に
発
生
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
「
回
復
」

や
「
遊
」
の
概
念
は
、
ま
ず
教
育
と
結
び
付
き
認
知
さ
れ
て
き
ま
す
。

一
六
五
〇
年
代
に
は
、
ボ
ヘ
ミ
ア
の
哲
学
者
コ
メ
ニ
ウ
ス
の
近
代
的
教

育
論
に
取
り
入
れ
ら
れ
、一
八
四
〇
年
に
は
、ド
イ
ツ
の
教
育
者
フ
レ
ー

ベ
ル
の
「
幼
稚
園
」
と
な
っ
て
具
体
化
し
て
き
ま
す
。
福
祉
の
分
野
で

は
、
一
八
八
〇
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
や
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
に
取
り
入
れ
ら
れ
ま
す
。
同
時
期
の
ア
メ
リ
カ
で
は
ボ
ス
ト
ン
に
野

外
遊
戯
セ
ン
タ
ー
が
創
設
さ
れ
、
社
会
運
動
と
し
て
盛
り
上
が
り
を
み

せ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
我
が
国
で
は
、
一
九
二
二
年
の
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
少
年
部
の
活

動
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
九
四
八
年
に
は
日
本
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
福
祉
分
野
へ
の
関
わ
り
は
遅
れ
、

一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

医
療
と
の
関
連
で
は
、
一
九
三
四
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ユ
ダ
ヤ
人

保
護
協
会
で
情
緒
障
害
者
の
た
め
の
治
療
の
中
で
使
わ
れ
だ
し
、
一
九

五
五
年
よ
り
傷
病
兵
病
院
で
「
レ
ジ
ャ
ー
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
が
始
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
動
向
を
踏
ま
え
、
一
九
六
一
年
全
米
医
師
会

は
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
は
、
①
よ
り
積
極
的
に
健
康
に
貢

献
す
る
②
病
気
の
治
療
に
役
立
つ
③
身
体
的
、
感
情
的
、
社
会
的
、
知

的
な
可
能
性
を
発
達
さ
せ
る
の
に
役
立
つ
」
と
い
う
声
明
を
発
表
す
る

に
至
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
、
一
九
六
五
年
に
は
、
全
米

セ
ラ
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ッ
ク
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
学
会
が
設
立
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
以
上
、ざ
っ
と
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
基
礎
に
あ
る
「
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
」
の
語
源
や
歴
史
に

ふ
れ
て
み
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
た
ち
の
現
場
で
は
ど

の
よ
う
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
立
て
て
い
け
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
考
え

方
と
し
て
「
①
遊
び
が
基
盤
②
余

暇
時
間
だ
け
で
な
く
生
活
全
体
の

中
に
③
自
ら
参
加
す
る
④
肯
定
的

感
情
を
も
つ
⑤
健
康
と
幸
福
な
人

生
の
実
現
に
役
立
つ
」
等
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成

は
、
表
１
に
あ
る
よ
う
な
八
つ
の

要
素
を
参
考
に
し
て
な
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
施
設
で
は
、

日
課
を
「
よ
り
楽
し
く
」「
よ
り
い

き
い
き
と
」
と
い
う
視
点
か
ら
見

直
す
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

日
常
生
活
の
ひ
と
こ
ま
の
茶
飲
み

や
雑
談
で
も
、
発
想
を
変
え
て
み

れ
ば
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
の
で
す
。表－１

音楽、詩吟、演劇、俳句、短歌、生花、絵画、手芸、
折り紙、書道、飼育など

①自分の感情や気持ちを表わすもの、創造的なもの

体操、踊り、輪投げ、バレーボール、ゲートボール、
ガーデニングなど

②身体を動かすもの

講演会、語学、パソコン、郷土研究、天体観測など③教育的なもの

買い物、観劇、旅行、釣り、キャンプ、野球、観戦、
散歩など

④施設から出かけるもの

自治会、意見箱など⑤自分の意見や考えを反映させるもの

誕生会、おしゃべり、ゲーム、地域の人たちとの交流、
コーヒータイムなど

⑥他の人たちとの関わりがもてるもの

礼拝、法話、聖書研究、法要など⑦宗教的なもの

ボランティア（古切手集めなど）など⑧その他




